予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：畜産業費　目：畜産振興費　　　
	事業名:県優良種雄牛造成対策事業費 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　農政部畜産課酪農肉用牛係　電話番号：058-272-1111（内２８７８）

　　　　　　　E-mail： c11437@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：6,920千円（前年度予算額：6,920千円）
	要求内容


	１　事業の概要


○県内肉用牛生産農家や県内肉用牛関係団体と協力し、岐阜県独自の種雄牛造成を行い、優良な種雄牛を交配することで生産された子牛などを出荷することで、県内家畜市場の優位性を確保することを目的としている事業である。
①県内生産者に優良な繁殖雌牛を配置し、種雄牛を生産する繁殖牛群を整備する。
②繁殖雌牛群の上位約８０頭を選抜（基礎雌牛）し、県所有の優良種雄牛（全国的に能力上位）を交配し、次世代種雄牛となるべき雄子牛を確保する（産子調査を実施）。
③種雄牛候補子牛（約１０頭）の直接検定（発育能力の評価）を実施し、候補牛の選抜絞り込みを行う。
④直接検定に合格した種雄牛候補牛（約３頭）から採取した精液を用い、県内の繁殖雌牛（基礎雌牛を除く）へ交配し種雄牛候補牛の産子を確保する（子牛修得交配費、産子調査）。産子を用いて、種雄牛候補牛の後代検定（肥育牛としての産肉性調査）を実施する（肥育推進費、産肉成績調査）。

⑤後代検定の結果を精査し、種雄牛を選抜する（優秀な個体のみ）。
　後代検定を経て選抜された種雄牛の凍結精液ストローを県内の生産者へ配布し、子牛を生産した農家が県内家畜市場（子牛市場　飛騨・関）に出荷することで岐阜県の家畜市場でしか購入できない優位性を実現する。
事業効果　　　県内子牛市場価格の高値維持　　　繁殖農家の所得向上
　　　　　　　肥育牛枝肉価格の高値維持　　　　肥育農家の所得向上
	２　所要経費


（1） 飛騨牛改良推進事業事務費　　　　　　　　　　1,745千円
（2） 補償費（子牛取得交配費、肥育推進費）　　　　5,175千円
	２月１日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度

予算額
	6,920
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	　　6,920

	要求額
	6,920
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	6,920

	２月1日時点
査定額
	6,920
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	6,920

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


事務事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	○肉質において高い評価を得るようになった「飛騨牛」の名声を守り続けるため、優秀な県有種雄牛の造成を目指す。
　


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	現場後代検定牛（種雄牛候補）選抜頭数
	０頭
（H14）
	１頭
（H15）
	３頭
（H19）
	３頭
（H24）
	３頭
（H25）
	100％


	
	（H　）
	（H  ）
	（H  ）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成24年度の取組）

	・専門委員会の開催
・産子調査の実施

・枝肉研究会（種雄牛候補牛の後代検定肥育牛の産肉性評価会）の共催

・第１０回全国和牛能力共進会長崎県大会への出品（５年に１度開催：全国共進会）。

・第１０回全国和牛能力共進会へ出品牛の各種県予選会等の開催


（平成24年度の成果）

	・「若光清８５」号の種雄牛成績判明（平成２２年度後代検定開始）
・「勝一郎」号の種雄牛成績判明（平成２２年度後代検定開始）
・「飛騨之匠」号の種雄牛成績判明（平成２２年度後代検定開始）
・直接検定の成績判明（平成２６年度後代検定開始）
・第１０回全国和牛能力共進会長崎県大会

	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	（評価）

○

	ぎふ農業・農村基本計画中、農産物出荷額増大プロジェクト（じまん農産物づくり）において「飛騨牛」のブランド力向上に取り組むこととされている。

	・事業の有効性（指標の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：期待した効果がある、△：一定の効果がある

	（評価）

○

	　肉用牛生産農家の高齢化が進み農家戸数は減少し続けているが、規模の拡大・質的向上により「飛騨牛」生産頭数は微減の状況。規模拡大を進める既存農家や経営転換による新規生産農家に優良な繁殖雌牛や肥育素牛が配置されることで「飛騨牛」生産減少の抑制効果が期待できる。


	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	　肉用牛改良の技術員を会員とする専門委員会を通じて、生産者団体や県市町村など県域全体で飛騨牛改良推進に取り組む体制が構築されている。



（今後の課題）

	肉用牛の広域流通と家畜改良事業団造成種雄牛の広域利用により、国内産地間で血統構成が似かよってきており、産地間の差がなくなってきた。他産地との差別化を図るため、県独自の種雄牛造成に必要な遺伝資源の確保が課題となっている。
種雄牛の供用期間が限られる中で、「白清８５の３」号のような、スーパー種雄牛の造成が求められており、継続的な取組みが重要である。


（次年度の方向性）
	引き続き種雄牛の造成を行うとともに、育種価分析に基づき、長期目標に沿ったスーパー種雄牛の母親となるような優良な繁殖牛群整備（めす子牛の保留）を進める。



